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Clancy et al.（1996）の定義によれば、リアクティブトークンとは「'a short 
utterance produced by an interlocutor who is playing a listener's role during the 
other interlocutor's speakership'.（会話参加者の一人が話し手になっている間
に、聞き手役が発する短い発話（筆者訳））」とされている。この研究では、従











 In this study, we do not restrict ourselves to ‘backchannels’ since there 
are other important types of ‘non-primary’ turn that occur, as we will 



































































































①   先行発話とあいづち表現のポーズの長さがあいづち認定の基準になり得るの
か検討する。



























 「すごい」「おもしろいな」「こわ」など , 直前の相手の発話の内
容に対する評価的な応答








使用するデータは、 東京及び大阪在住の 20 代から 30 代女性を対象として筆
者が自ら収集したものである。インフォーマントは親しい友人同士、特にテー
マを設けずに会話をしてもらった。データは全部で 8組（大阪 4 組、東京 4





































Ｏ－１ Ｏ－２ Ｏ－３ Ｏ－４ Ｔ－１ Ｔ－２ Ｔ－３ Ｔ－４ 計
BC-S
33 28 12 19 26 20 43 19 200
（11.4) （19.4) （4.7) （8.7) （11.4) （9.3) （15.2) （9.0) （10.9)
BC-NS
35 27 53 28 19 41 42 49 294
（12.1) （18.8) （20.5) （12.8) （8.3) （19.1) （14.8) （23.3) （16.0)
ＴＴ
220 86 193 172 183 156 190 142 1342
（76.1) （59.7) （74.8) （78.5) （80.3) （72.6) （67.1) （67.6) （73.1)
計
288 141 258 219 228 217 275 210 1836


















ものであると言える (60％～ 70％程度）。各データを見てもTT＞ BC-NS ＞



























































































































































































































































































①   先行発話後に見られるあいづち表現の多くは、ポーズの長さに関わらず
先行発話に対する反応であると言える。つまり、あいづち表現の出現の
遅速はあいづちを認定するにあたり基準となるものではない。
　   また、あいづち表現が出現するまでのポーズの長さは先行発話に対する聞
き手の気持ちが関係する。特に不理解や不賛成以外にも、賛成や納得と
いった肯定を表す強い気持ちが現れる時にポーズが長くなる場合がある。
②   あいづち表現後のポーズと後続発話の内容から、ターン取得に対する話
者の意識を読み取ることは可能であると考える。また、ターンテーキン
グ時に見られたあいづち表現をあいづち認定する際には、あいづち表現
と後続発話の間に 500ms 以上のポーズが見られるかどうかが目安の 1つ
となる。
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＜資料 2 あいづち表現後のポーズの長さと話題変化＞ 
 
 ※資料１、資料 2 共に（ ）は実数、括弧に入っていないものは％を示す。 
100ms～ 200ms～ 300ms～ 400ms～ 500ms～ 600ms～ 700ms～
12.0 (24) 7.0 (14) 6.0 (12) 5.0 (10) 1.5 (3) 2.0 (4) 2.0(4)
800ms 900ms～ 1000ms～ 2000以降 Overlap Just 計
0.5 (1) 1.0 (2) 3.0 (6) 0.5 (1) 35.5 (71) 24.0 (48) 200 (100）
100未満 100～ 200～ 300～ 400～ 500～ 600～
話題継続 100.0 (3) 85.2(23) 88.5 (23) 84.2(16) 65.0 (13) 81.3 (13) 63.6 (7)
話題変化 0 (0) 11.1(3) 11.5(3) 15.8 (3) 35.0 (7) 18.8  (3) 36.4 (4)
不明 0 (0) 3.7(1) 0.0 (0) 0.0(0) 0.0 (0) 0 (0) 0 (11)
計 100.0 (3) 100 (27) 100.0 (26) 100.0 (19) 100.0(20) 100.0(16) 100.0  (11) 
700～ 800～ 900～ 1000～ 2000～ 計
話題継続 44.4 (4) 44.4 (4) 30 (3) 52.6 (20) 25.0 (3) 66 (132) 
話題変化 44.4 (4) 55.6 (5) 60.0 (6) 39.5 (15) 66.67 (8) 30.5 (61)
不明 11.1 (1) 0 (0) 10 (1) 7.9 (3) 8.3 (1) 3.5 (7)















分析结果得出，先行讲话和 Aizuchi 之间出现的停顿长短不能作为 Aizuchi 的认定
基准。此外，调查显示通过关联表示 Aizuchi 词汇之后的停顿和后续讲话的内容，可
以确定说话者对于是否有取得说话权的意愿。当判断是否有取得说话权意愿的时候，
可以以表示 Aizuchi 词汇之后是否超过约 500ms（0.5 秒）的停顿为标准。
基于以上的结果，本论文对 Aizuchi 进行如下的重新定义。
“说话者在保持说话权时，听话者说出的短词。伴随有上声语调以及在那之后出现
的表示 Aizuchi 的词汇不包含在 Aizuchi 概念之内。另外，关于作为非语言行为的发
笑，其作为声音在听觉范围内的部分也可认定为 Aizuchi。更重要的是，针对出现在
发话者交替时的表示 Aizuchi 的词汇，笼统地说在表示 Aizuchi 词汇之后出现 0.5 秒
以上的停顿时，可以在鉴定完后续说话内容的基础上认定其为 Aizuchi。”
